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問　

市
民
の
皆
様
か
ら
夜
間
、
道
路
が
暗

く
、
危
険
な
の
で
防
犯
灯
を
ふ
や
し
て
ほ

し
い
と
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
９
月
議
会
で
、
地
球

温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
既

設
の
蛍
光
灯
、
水
銀
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

し
て
い
く
必
要
性
を
質
問
し
、
リ
ー
ス
に

よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
計
画
を
質
問
し
ま
す
。

答　

①
大
網
白
里
市
の
防
犯
灯
の
設
置
状

況
は
、
平
成
26
年
度
末
、
市
が
管
理
し
ま

す
公
共
防
犯
灯
は
１
，
３
５
３
灯
、
区
自

治
会
で
管
理
す
る
一
般
防
犯
灯
は
４
，
７

５
７
灯
あ
り
、
市
全
体
で
６
，
１
１
０
灯

あ
り
ま
す
。
②
瑞
穂
地
区
、
１
，
３
１
８

灯
、
山
辺
地
区
、
７
９
７
灯
、
大
網
地
区
、

９
４
７
灯
、
増
穂
地
区
、
１
，
７
３
２
灯
、

白
里
地
区
、
１
，
３
１
６
灯
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

の
３
年
間
の
公
共
防
犯
灯
設
置
数
は
12
灯

で
、
一
般
防
犯
灯
設
置
数
は
56
灯
、
合
計

68
灯
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
年
間
20
灯

程
度
を
計
画
設
置
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。
③
大
網
支
部
に
お
い
て
は
、
平
成
26

年
度
に
リ
ー
ス
契
約
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

完
了
し
ま
し
た
。
他
支
部
の
状
況
は
、
本

年
度
中
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
移
行
、
ま
た
は
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
各
支
部

が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
移
行
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

通
学
路
の
事
故
防
止
と
安
全
対
策
に

つ
い
て
平
成
24
年
６
月
議
会
、
平
成
26
年

６
月
議
会
で
質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

着
実
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
本
年
度
の

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
24
年
８
月
に
行
わ
れ
た
通
学
路

の
緊
急
合
同
点
検
で
は
、
市
全
体
で
43
カ

所
が
要
対
策
箇
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
昨
年
度
ま
で
に
38
カ
所

の
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
待
機
場
所
の
設
置
な
ど
３

カ
所
の
安
全
対
策
を
実
施
す
る
計
画
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

金
谷
川
の
改
修
の
現
状
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

答　

こ
れ
ま
で
に
護
岸
工
事
約
80
メ
ー
ト

ル
及
び
橋
梁
１
基
を
施
工
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
国
道
の

要
害
橋
の
架
け
替
え
工
事
に
着
手
し
ま
し

て
、
下
流
側
半
車
線
の
橋
台
等
を
施
工
す

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
①
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
、
②
圏
央
道
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、
③
旧
大
網
小
学
校
の
跡
地
の

課
題
と
活
用
に
つ
い
て
、
④
瑞
穂
地
区
の

中
学
校
予
定
地
に
つ
い
て
、
⑤
み
ど
り
が

丘
の
市
有
地
に
つ
い
て
、
⑥
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
、
⑦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
、
⑧
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
版

総
合
戦
略
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

公
共
交
通
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
を
導

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答　

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
他
に
大
網
駅
周
辺
の
整
備
、
特
に

大
網
駅
南
地
区
の
市
街
地
整
備
、
本
市
の

入
札
制
度
の
あ
り
方
な
ど
を
質
問
い
た
し

ま
し
た
。

問　

津
波
避
難
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

避
難
計
画
で
指
定
す
る
避
難
路
に
津

波
注
意
警
告
標
識
や
、
誘
導
標
識
を
設
置

し
、
夜
間
停
電
時
で
も
円
滑
に
避
難
で
き

る
蓄
電
池
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
誘
導
灯
を
今
年
度
10

基
整
備
し
た
ほ
か
、
避
難
路
へ
の
標
識
、

案
内
板
等
の
設
置
な
ど
で
７
８
０
万
円
の

予
算
を
計
上
し
た
。

問　

津
波
避
難
施
設
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
、
築
山
な
ど
は
避

難
道
路
沿
い
に
４
ヶ
所
の
候
補
地
を
計
画

に
示
し
、
住
民
説
明
会
に
お
い
て
も
説
明

し
た
。
四
天
木
地
区
の
第
二
保
育
所
跡
地

も
候
補
地
で
あ
り
、
地
元
の
方
々
と
形
態

等
に
つ
い
て
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

緊
急
避
難
場
所
に
指
定
の
プ
ラ
セ
ル

九
十
九
里
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答　

地
質
調
査
業
務
に
つ
い
て
は
年
度
内

に
行
う
予
定
で
、
構
造
設
計
等
に
つ
い
て

は
済
み
次
第
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

県
及
び
東
金
市
、
九
十
九
里
町
か
ら

要
請
さ
れ
て
い
る
財
政
支
援
と
は
何
か
、

又
も
し
大
網
白
里
市
が
そ
の
要
請
を
受
け

入
れ
た
と
し
た
ら
平
成
26
年
度
の
決
算
見

込
み
か
ら
ど
う
な
る
か
伺
い
た
い
。

答　

平
成
26
年
度
の
決
算
見
込
み
と
し
て

５
３
０
０
万
円
の
赤
字
と
聞
い
て
お
り
そ

の
２
分
の
１
を
設
立
団
体
が
負
担
し
て
、

残
り
の
２
分
の
１
を
関
係
市
町
村
の
利
用

割
合
で
財
政
支
援
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
本
市
の
場
合
利
用
割
合
が
22
％
弱

で
あ
る
為
５
３
０
０
万
円
の
２
分
の
１
の

22
％
が
財
政
支
援
す
る
場
合
の
額
と
思
わ

れ
る
。

問　

白
里
、
福
岡
、
柳
橋
地
区
に
新
た
な

　

日
本
共
産
党
が
お
こ
な
っ
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
市
政
へ
の
要
望
は
、
第
１
位

に
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
、
２
位
は
国
保

税
の
引
き
下
げ
、
３
位
が
医
療
、
救
急
医

療
の
充
実
、
そ
し
て
大
網
病
院
の
充
実
、

生
活
道
路
の
整
備
、
介
護
保
険
料
・
利
用

料
の
減
免
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も

こ
れ
も
が
市
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る

問
題
が
上
位
で
あ
り
、
暮
ら
し
向
き
が
大

変
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

問　

水
道
事
業
の
統
合
に
よ
っ
て
、
水
道

料
金
は
、
引
き
下
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

県
内
水
道
を
統
合
に
よ
り
、
水
道
料

金
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
か
は
、
現
段
階
で

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
利
水
費
の
引
下
げ
に

よ
り
確
保
さ
れ
た
財
源
で
、
水
道
料
金
の

引
き
下
げ
を
含
め
、
構
成
市
町
と
協
議
検

討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

県
内
で
一
番
安
い
八
千
代
市
並
み
に
引

下
げ
る
に
は
、
補
助
金
を
入
れ
な
い
限
り
、

絶
対
に
下
が
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
本
当
に

実
行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

避
難
タ
ワ
ー
等
、
防
災
計
画
は
！

問　

避
難
道
路
を
い
か
に
整
備
し
て
い
く

の
か
、
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
の
施
設
を
ど
う

位
置
づ
け
て
い
く
か
市
民
に
示
す
こ
と
が

必
要
。
避
難
計
画
の
具
体
化
に
つ
い
て
、

伺
い
た
い
。

市
長　

津
波
避
難
計
画
及
び
津
波
避
難
施

設
整
備
計
画
を
策
定
し
た
の
で
、
こ
の
計

画
に
基
づ
き
、
進
め
る
よ
う
に
指
示
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
津
波
避
難
施
設
整
備
計

画
で
４
カ
所
の
候
補
地
は
、
設
置
場
所
の

選
定
や
形
態
等
に
つ
い
て
、
地
元
と
協
議

を
し
、
ご
理
解
ご
協
力
が
い
た
だ
け
た
ら

ば
、
直
ち
に
実
施
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

計
画
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ

れ
だ
け
で
本
当
に
い
い
の
か
。
避
難
道
路

な
ど
を
指
定
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
。
道

路
は
、
か
な
り
狭
い
。
こ
こ
に
人
が
通
っ

て
車
が
通
っ
た
ら
、
渋
滞
す
る
。
幅
員
を

広
げ
て
い
く
計
画
が
必
要
だ
。
ま
た
、
道

の
脇
の
電
柱
な
ど
、
避
難
の
障
害
に
な
ら

な
い
の
か
、
徹
底
的
に
検
証
し
て
い
く
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
！

問　

法
定
外
繰
り
入
れ
を
他
の
自
治
体
が

で
き
て
、
本
市
で
で
き
な
い
理
由
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。
明
確
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　

国
民
健
康
保
険
は
、
特
別
会
計
を
設

け
て
独
立
採
算
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

法
定
外
繰
り
入
れ
は
、
市
民
全
体
の
負
担

と
な
り
、
国
保
以
外
の
方
は
ご
自
身
の
保

険
料
の
ほ
か
に
、
法
定
外
繰
入
金
相
当
分

の
負
担
と
な
り
、
二
重
の
負
担
と
な
る
。

ま
た
、
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る
の
で
法
定

外
繰
り
入
れ
に
頼
ら
な
い
運
営
を
し
た
い
。

　

議
会
で
何
回
も
取
上
げ
た
が
、
国
民
健

康
保
険
は
社
会
保
障
。
手
を
さ
し
の
べ
て

問
題
が
あ
る
の
か
、
も
う
一
度
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

堀
本 

孝
雄
　
議
員

安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
へ

問
一　

若
者
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
指

し
て
東
京
都
荒
川
区
が
学
校
の
部
活
動
に

導
入
し
た
「
防
災
部
」
で
は
実
際
の
災
害

現
場
を
想
定
し
た
訓
練
へ
の
参
加
や
体
験

学
習
等
の
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
供
た
ち
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、「
市
と
し
て
も
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
た
。

答　

子
供
た
ち
に
早
い
段
階
か
ら
「
防
災

意
識
」
を
高
め
る
能
動
的
な
体
験
を
通
し

て
の
活
動
は
有
効
で
あ
り
、
引
き
続
き
消

防
署
の
協
力
を
頂
き
、
職
場
体
験
な
ど
を

継
続
し
、
先
進
事
例
や
地
域
の
防
災
関
係

者
の
人
材
活
用
な
ど
も
研
究
し
な
が
ら
、

防
災
意
識
の
向
上
と
地
域
を
守
る
人
材
育

成
の
た
め
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
二　

子
供
会
議
に
つ
い
て
、
子
供
会
議

（
市
長
と
教
育
長
と
の
懇
談
会
）
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　

二
年
に
一
度
市
長
と
教
育
長
と
の
懇

談
会
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
変
え
て
実
施
し

て
い
る
。
昨
年
度
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
各

小
学
校
の
代
表
と
実
施
し
て
い
る
。
今
年

度
は
、
い
じ
め
防
止
サ
ミ
ッ
ト
を
11
月
末

に
実
施
す
る
予
定
、
今
後
も
継
続
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
三　

本
市
に
お
け
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
に
お
い
て
も
、
各
国
選
手
団
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
招
致
や
聖
火
リ
レ
ー
の
誘

致
、
国
際
交
流
、
観
光
振
興
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
国
、
県
等
か
ら
各
課
に
集

ま
っ
て
い
る
。
27
年
８
月
に
は
千
葉
県
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
推
進
会
議
に
キ
ャ
ン
プ
誘
致

分
科
会
を
設
置
し
て
、
東
金
、
大
網
白
里
、

長
柄
生
命
の
森
リ
ゾ
ー
ト
と
と
も
に
本
市

も
参
加
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
全

体
で
の
盛
り
上
が
り
を
市
民
の
皆
様
に
も

感
じ
て
い
た
だ
き
国
際
交
流
や
観
光
振
興

等
に
繋
げ
て
い
く
事
は
重
要
だ
と
考
え
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
本
市
の
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問
四　

桂
山
池
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
私
は
25
年
６
月
議

会
で
桂
山
池
を
市
民
の
憩
い
の
場
に
と
提

案
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
北
側
と
南

側
の
池
の
掘
削
も
終
わ
り
ガ
マ
の
穂
や
ヨ

シ
等
の
除
去
等
に
よ
り
池
も
き
れ
い
に
な

り
野
鳥
も
多
く
戻
っ
て
き
て
住
民
の
方
々

も
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
山
田
台
大
網

白
里
線
と
接
道
す
る
入
口
の
安
全
対
策
又

奥
へ
の
道
路
は
災
害
時
等
、
現
道
路
が
狭

く
退
避
場
所
等
の
改
良
も
要
望
す
る
。

答　

入
口
県
道
と
市
道
の
交
差
点
隅
切
り

の
部
分
が
一
部
拡
幅
す
る
。
待
機
場
所
等

の
整
備
に
つ
い
て
は
桂
山
保
全
会
の
活
動

計
画
と
整
合
を
図
り
進
め
て
い
く
。

　

そ
の
他
災
害
時
の
北
今
泉
多
目
的
広
場

の
利
活
用
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

山
田 

繁
子
　
議
員

住
み
た
い
住
み
続
け
た
い

街
づ
く
り
を
目
指
し
て 佐

久
間 

久
良
　
議
員

市
民
の
要
求
・
願
い
を
市
政
に
生
か
す
と
き

前
之
園 

孝
光
　
議
員

防
犯
灯
の
増
設
と
市
内
全
域
の

防
犯
灯
を
リ
ー
ス
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
！


